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交
替
に
よ
る
新
規
農
業
委
員
の
紹
介

五
十
嵐
忠ち
ゅ
う
た
ろ
う

多
郎

（
上
中
島
）

本
間
　
文ふ

み
春は

る

（
堀
ノ
内
）

農
業
委
員

　
遠
山
か
づ
え

（
金
屋
）

　

土
地
改
良
区
の
推
薦
を
受
け
、
３
月

１
日
付
で
選
任
さ
れ
ま
し
て
今
日
に
至

り
ま
し
た
。
会
長
は
じ
め
委
員
の
皆
様

の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

委
員
と
な
り
感
じ
た
こ
と
は
、
農
地

転
用
、
流
動
化
、
遊
休
農
地
等
の
農
地

に
係
わ
る
こ
と
、
認
定
農
業
者
、
農
業

者
年
金
、
経
営
移
譲
等
担
い
手
関
係
、

そ
の
他
鳥
獣
害
、
作
況
調
査
等
々
、
そ

の
活
動
内
容
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
任
務
を
重
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

又
、
先
般
の
地
区
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で

現
地
調
査
の
際
、
未
整
備
地
だ
け
で
な

く
ほ
場
整
備
完
了
地
内
に
も
遊
休
農
地

が
あ
り
、
心
に
引
っ
掛
り
を
感
じ
ま
し

た
。
転
作
配
分
、
立
地
条
件
、
耕
作
者

等
問
題
が
重
な
っ
た
こ
と
と
は
思
い
ま

す
が
、
農
地
の
効
率
的
利
用
を
模
索
し

て
荒
廃
地
に
な
ら
ぬ
こ
と
を
願
う
と
共

に
、
微
力
な
が
ら
応
援
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
成
25
年
６
月
１
日
付
に

て
、
下
越
農
業
共
済
組
合
の
理
事
に
な

り
、
同
日
付
に
て
下
越
農
業
共
済
組
合

の
方
よ
り
選
任
に
て
村
上
市
農
業
委
員

に
な
り
ま
し
た
、
旧
山
北
町
大
字
堀
ノ

内
出
身
で
す
。

　

農
業
委
員
と
な
り
、
ま
だ
３
ヶ
月
余

り
で
す
が
、
月
１
回
の
定
例
総
会
、
不

耕
作
田
の
現
地
視
察
、
又
住
宅
建
設
予

定
地
の
視
察
等
に
て
、
大
変
な
役
割
と

日
々
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
抱
負
で
す
が
、
任
期
３

年
間
の
中
で
、
地
域
に
密
着
し
た
農
業

委
員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
諸
先
輩
の
農
業

委
員
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、
農
家
の

皆
様
、
御
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

去
る
７
月
２
日
、
３
日
、
村
上
市
農

業
委
員
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
の

復
興
に
取
り
組
む
、
福
島
・
宮
城
の
地

に
視
察
研
修
を
行
な
っ
た
。

　

最
初
に
福
島
県
二
本
松
市
農
業
委
員

会
へ
。
原
発
事
故
で
放
射
能
汚
染
に
見

舞
わ
れ
る
、
そ
の
除
染
対
策
や
、
風
評

被
害
が
続
く
現
状
を
伺
う
。

　

土
壌
改
良
剤
散
布
や
深
耕
に
よ
る
水

田
除
染
、
米
の
全
袋
検
査
や
農
産
物
の

放
射
性
物
質
の
測
定
な
ど
、
安
全
が
確

保
さ
れ
て
い
る
の
に
売
れ
な
い
。
特
に

桃
は
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
、
半
数
の
人

は
目
も
く
れ
な
い
と
い
う
現
実
、
風
評

被
害
の
深
刻
さ
に
胸
が
い
た
む
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
き
ち

ん
と
し
た
認
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
る
。

　

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
宮
城
県
南
三

陸
町
農
業
委
員
会
。
震
災
の
前
年
に
も

き
っ
と
い
つ
か
は
花
が
咲
く

訪
れ
て
い
る
が
、
15
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
津
波
で
、
海
岸
沿
い
の
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
景
色
も

一
変
し
て
い
た
。
被
害
を
受
け
た
農
地

の
営
農
再
開
は
、
あ
き
ら
め
の
心
情
も

強
く
難
し
い
と
の
こ
と
。
新
た
に
不
在

地
主
の
問
題
も
出
て
き
て
い
る
。

　

２
年
半
が
経
過
し
、
高
台
移
転
も
進

み
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
っ
て

い
る
。
困
難
な
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も

人
々
は
、
前
向
き
で
あ
る
。
被
災
地
の

現
状
に
関
心
を
持
ち
続
け
、
自
分
達
の

で
き
る
こ
と
で
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

　

２
日
目
は
雨
と
な
っ
た
が
、
自
然
豊

か
な
東
北
の
味
を
満
喫
し
、
有
意
義
な

視
察
研
修
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。被災地での研修風景

視
察
研
修
に
参
加
し
て
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村
上
市
へ
の
建
議

⒈ 

国
・
県
に
対
す
る
事
項

⑴
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て

　

今
回
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
で
、
重
要
５

品
目
等
の
聖
域
確
保
が
で
き
な
い
な
ど
、

国
益
を
守
れ
な
い
交
渉
に
は
断
固
反
対
で

あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え

て
国
・
関
係
機
関
に
対
し
て
強
く
要
請
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

⑵
経
営
所
得
安
定
対
策
に
つ
い
て

　

戸
別
所
得
補
償
制
度
か
ら
名
称
を
変
え

て
経
営
所
得
安
定
対
策
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
平
成
26
年
度
以
降
の
制
度
は
今

後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
農

業
・
農
村
現
場
に
目
線
を
向
け
た
対
策
と

な
る
よ
う
に
、
国
・
関
係
機
関
に
強
く
要

請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑶
燃
油
等
の
資
材
費
の
高
騰
に
つ
い
て

　

急
激
な
円
安
等
の
影
響
に
よ
り
、
燃
油

を
は
じ
め
と
し
た
資
材
費
や
飼
料
代
が
高

騰
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
農
林
水
産
業

者
の
経
営
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
万
全
な

対
策
を
要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⒉ 

村
上
市
に
対
す
る
事
項

⑴
事
務
局
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

　

基
幹
産
業
と
し
て
の
農
業
を
守
り
、
支

え
る
に
は
さ
ら
な
る
市
の
支
援
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
農
業
関
係
職
員
の
増
員
と
、

併
せ
て
農
業
委
員
会
事
務
専
任
職
員
の
支

所
へ
の
再
配
置
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

⑵
地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

い
ま
だ
「
村
上
ブ
ラ
ン
ド
」
は
全
国
的

に
は
知
名
度
が
低
い
状
況
で
す
。
今
後
と

も
引
き
続
き
情
報
発
信
体
制
整
備
と
、
特

産
品
の
開
発
、
併
せ
て
農
産
物
直
売
所
等

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に
力
強
い
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

⑶
野
生
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

　

山
間
部
は
お
ろ
か
平
場
で
も
農
作
物
に

対
す
る
猿
害
等
が
増
加
し
て
お
り
、
農
業

者
の
高
齢
化
と
併
せ
て
、
耕
作
放
棄
地
の

さ
ら
な
る
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
電
気
柵
設
置
等
の
助
成
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、

更
な
る
支
援
と
、
併
せ
て
き
め
細
か
な
対

策
に
つ
い
て
も
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

⑷
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

　

認
定
農
業
者
や
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
中
心
経
営
体
が
、
経

営
発
展
の
た
め
に
実
施
す
る
経
営
基
盤
の

近
代
化
、
法
人
化
の
推
進
、
併
せ
て
財
務

管
理
能
力
向
上
な
ど
に
も
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
遊
休
農
地
の
実
態
把
握

と
発
生
防
止
及
び
解
消
、
農
地
の
違
反

転
用
発
生
防
止
対
策
等
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
市
内
各
５
地
区
に
お
い
て
７

月
17
日
～
８
月
１
日
に
実
施
し
て
お

り
、
地
区
の
農
業
委
員
全
員
の
目
視
に

よ
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
優
良
農
地
を
守
る
た
め
、

農
業
委
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

７
月
31
日
、
村
上
市
民
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
村
上
市
農
林
水
産

課
と
農
業
委
員
会
共
催
に
よ
る
青
色
申

告
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
農
業
経
営
の
安
定

と
合
理
化
を
推
進
す
る
た
め
、
村
上
税

務
署
か
ら
講
師
を
招
い
て
青
色
申
告
の

概
要
、
メ
リ
ッ
ト
、
申
請
手
続
き
に
つ

い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
認
定
農
業
者
を
中
心
と
し
た

36
名
の
農
業
者
が
参
加
し
、
経
営
改
善

を
目
指
し
、
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

農
地
の

 

パ
ト
ロ
ー
ル

青
色
申
告
講
習
会

10月11日、市長及び市議会議長に建議を行いました。

　

農
作
業
等
賃
金
支
払
い
時
の
目
安
と
な
る

標
準
額
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
標
準
額
は
２
年
に
一
度
、
農
業
委
員

と
村
上
市
５
地
区
の
委
託
者
・
受
託
者
の
代

表
が
話
し
合
っ
て
検
討
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、市
町
村
合
併
か
ら
５
年
が
経
ち
、

こ
れ
ま
で
地
区
毎
に
細
か
く
定
め
て
い
た
項

目
を
洗
い
直
し
、
村
上
市
全
体
と
し
て
の
統

一
単
価
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
折
り
込
み
の

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

農
作
業
等
労
働
賃
金
標
準
額
の

策
定
に
つ
い
て

平
成
26
年
度



農
業
委
員
会
に

  

相
談
し
ま
し
ょ
う

！ 違反転用したり、許可どおりに転用しなかったら…
現状回復等の命令、罰則の適用があります。

②違反転用における現状回復／命令違反
①違反転用 ３年以下の懲役または300万円以下の罰金

（法人は１億円以下の罰金）

資材置場にした 青空駐車場にした 産廃の捨て場にした 建設残土の捨て場にした 農業用施設を建てた

農地の転用には許可が必要です許可
田 畑

許
可

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
不
法
投
棄
！

早
期
発
見
・
早
期
通
報
・
早
期
解
決
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山
辺
里
の
稲
葉
信し

ん

市い
ち

さ
ん
（
24
）
は
、

大
学
を
卒
業
後
に
就
農
を
開
始
し
、
現

在
は
父
の
信
義
さ
ん
と
共
に
水
稲
８
ha

の
他
に
、
ユ
リ
の
切
花
生
産
、
野
菜
苗

の
育
苗
販
売
を
経
営
の
柱
と
す
る
、
複

合
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
る
農

業
者
で
も
あ
る
信
市
さ
ん
は
、「
今
は

色
々
な
経
験
を
積
む
た
め
に
様
々
な
事

に
挑
戦
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
の
試
験
圃
場

と
し
て
展
示
し
た
り
、
若
手
農
業
者
の

集
ま
り
（
ろ
っ
く
し
っ
ぷ
）
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

や
る
べ
き
こ
と
や
覚
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
が
多
く
毎
日
大
変
だ
が
、
認

定
農
業
者
の
資
格
も
父
か
ら
引
き
継
い

で
お
り
、
補
助
事
業
も
活
用
し
て
い
る
。

補
助
事
業
期
間
の
終
わ
る
平
成
30
年
ま

で
に
後
継
者
と
し
て
自
立
す
る
の
が
目

標
で
す
」
と
意
気
込
み
を
熱
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

（
農
産
物
加
工
）

　

村
上
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会
主
催

に
よ
る
、
地
産
地
消
料
理
講
習
会
が
２

月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
地
産
地
消
の
推
進

を
目
指
し
て
平
成
22
年
度
か
ら
開
催
さ

れ
て
お
り
、
今
回
は
「
ま
ん
ま
ス
テ
ィ

ッ
ク
」
と
い
う
「
に
た
て
餅
」
か
ら
生

ま
れ
た
村
上
市
の
特
産
品
を
活
用
し
た

料
理
で
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
か
ら
集
ま
っ
た
29
名

の
参
加
者
が
、
講
師
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
鮭
の
洋
風
酒
か
す
煮
、
ト
ッ
ポ
ギ
、

お
茶
ゼ
リ
ー
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ま
ん
ま
ス
テ
ィ

ッ
ク
は
初
め
て
食
べ
た
が
美
味
し
か
っ

た
」「
道
の
駅
や
ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て

ほ
し
い
」「
地
産
地
消
を
進
め
る
為
に

も
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
講
習
会

を
今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た

意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

若
き
担
い
手
の

地
産
地
消

進
め
よ
う

取
り
組
も
う
６
次
産
業

紹
介

農家の跡取りとして精一杯頑張ります！

問い合わせ先
村
上
地
産
地
消
推
進
協
議
会
事
務
局

�

（
村
上
市
農
林
水
産
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
３
︲
２
１
１
１ 

内
線
344

Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
３
︲
３
８
４
０



農
業
委
員
会
に

  

相
談
し
ま
し
ょ
う

！ 違反転用したり、許可どおりに転用しなかったら…
現状回復等の命令、罰則の適用があります。

②違反転用における現状回復／命令違反
①違反転用 ３年以下の懲役または300万円以下の罰金

（法人は１億円以下の罰金）

資材置場にした 青空駐車場にした 産廃の捨て場にした 建設残土の捨て場にした 農業用施設を建てた

農地の転用には許可が必要です許可
田 畑

許
可

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
不
法
投
棄
！

早
期
発
見
・
早
期
通
報
・
早
期
解
決

農
業
委
員
会
主
要
活
動
報
告

平
成
24
年
９
月
～
25
年
８
月

12
日　

作
況
調
査

13
日　

農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
審
査
会

18
日　

市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
審
議
会

15
日　

市
へ
の
建
議
要
請

19
日　

農
業
委
員
現
地
研
修
会

６
日　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

8
日　

農
業
者
年
金
加
入
推
進
会
議

９
日　

岩
船
地
区
農
政
・
情
報
会
議

20
日　

県
農
業
委
員
大
会

６
日　

全
国
農
業
委
員
会
長
代
表
者
集
会

19
日　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
検
討
会

18
日　

選
挙
人
名
簿
審
査
会

８
日　

市
町
村
農
業
委
員
会
幹
部
研
修
会

21
日　

現
地
研
修
会

23
日　

農
政
懇
談
会

19
日　

役
員
会

27
日　

農
作
業
労
働
賃
金
標
準
額
検
討
会

10
日　

全
国
情
報
会
議

24
日　

地
域
農
業
活
性
化
検
討
会

20
日　

農
地
調
整
部
会

17
日
～
８
月
１
日　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

８
日　

地
区
別
農
業
委
員
研
修
会

※
年
４
回　

農
政
振
興
部
会

※
年
２
回　

広
報
委
員
会

※
毎
月
月
末　

定
例
総
会
開
催

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

４
月

６
月

７
月

８
月

農業委員会だより むらかみ●5



　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
本
格
交
渉
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
即
座
に
多
大
な
影

響
が
出
る
こ
と
は
無
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
重
要
品
目
の
関
税

な
ど
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

国
の
礎
で
あ
る
農
林
水
産
業
を

守
る
べ
く
、
政
府
の
交
渉
を
注
意

深
く
見
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
回
の
表
紙
は
い
つ
も
と
趣
向

を
変
え
て
、
切
田
集
落
の
神
楽
を

題
材
に
し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
五
穀
豊
穣

を
願
っ
た
祭
事
で
す
が
、
演
じ
て

い
る
の
は
地
元
の
子
供
達
で
す
。

過
疎
化
が
叫
ば
れ
る
現
在
で
も
、

古
き
良
き
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
事
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
こ
の
伝
統
が
続
く

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

あ

と

が

き

広
報
委
員
長�

本
間　

進
二

広
報
副
委
員
長�

鍋
倉　

静
雄

広
報
委
員�

斎
藤　
　

泰

広
報
委
員�

鈴
木　

和
弘

広
報
委
員�

冨
樫　

照
子

農業委員会だより むらかみ ●6

氏　名 居住地 担　当　地　区

河面　秀喜 大毎

大沢、大毎、北中、北黒川、荒川、
中津原、鵜泊、寝屋、碁石、勝木、
間瀬、下大蔵、立島、長坂、遠矢崎、
板屋沢、垣之内、北赤谷、下大鳥、
北田中、上大鳥

本間　文春 堀ノ内
府屋、岩崎、中浜、伊呉野、堀ノ内、
温出、大谷沢、塔下、杉平、遅郷、
荒川口、朴平

富樫　力雄 堀ノ内 小俣、大代、雷、中継、山熊田

氏　名 居住地 担　当　地　区
稲葉　浩之 山辺里 山辺里、西興屋、仲間町、四日市

鍋倉　静雄 大関 大関、鋳物師、袋、菅沼、坪根

池田　千秋 日下 日下、小谷、下山田、上山田、天神岡

五十嵐忠多郎 上中島 上中島、石住、笹平、釜杭、瑞雲、
小揚

本間　裕一 中新保 新屋、中新保、堀野

船山　　寬 小川 古渡路、あけぼの、小川、十川、熊登

農業委員交替に伴う担当地区の変更

１．加入要件は
　①国民年金の第１号被保険者で
　②年間60日以上農業に従事する
　③�60歳未満の方なら男女問わずどなたでも
加入できます。

２�．保険料は２万円から６万７千円までの間
なら1,000円単位で自由に決められます。
３．終身年金で80歳までの保障付です。
４．納めた保険料は所得税・住民税を節税できます。
５．認定農業者などの担い手には保険料の国庫補助があります。

詳しい内容や、加入の申し込みは最寄りの農業委員会・ＪＡへ

魅力あふれる全国農業新聞
全国農業新聞は農業者の公的代表機関である
農業委員会系統組織が発行する週刊の農業総合専門紙です。

農業者の視点でお届けします
❶特徴のある週刊新聞 ………
❷時代に鋭く斬り込む ………
❸経営に役立つ ………………
❹喜びや悩みを共感できる …
❺深みと味がある ……………
❻読みやすく親しみやすい …

解説に力点をおいたニュース報道と企画編集
農政・農業・農村の動き、問題をタイムリーに
経営者マインドと実務情報
読者の心に訴える
単なる情報で終わらない
老若男女が楽しく読める

■購読の申込は市町村農業委員会へお気軽に連絡ください。
■発行所
　全国農業会議所　〒105-0001　東京都港区虎ノ門1-25-5　虎ノ門34MTビル
　電話　03-5251-3910　ホームページ　http://www.nca.or.jp/shinbun

金曜日発行週刊
月600円、年7,200円

（消費税込）

メリットいっぱい農業者年金
　農業者年金は、農業の担い手が「老後の安心と安定」を展望しな
がら農業に従事できるよう作られた農業者のための年金です。

農業者年金のポイント
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農
業
委
員
を
長
年
勤
め
た
方

を
表
彰
す
る
永
年
勤
続
農
業
委

員
表
彰
が
行
わ
れ
、
村
上
市
農

業
委
員
会
か
ら
石
山
章
会
長
が

30
年
勤
続
、
遠
山
利
一
職
務
代

理
と
富
樫
力
雄
委
員
が
15
年
勤

続
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
の
経
験
を
生
か
し
、
今

後
と
も
農
業
委
員
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
あ
げ
ま
す
。

永
年
勤
続
の
表
彰

※左から、遠山職務代理、石山会長、富樫委員

平
成
25
年
度


